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TOPICS

島
根
大
学
で
は
、
本
学
の

使
命
、
管
理
運
営
上
の
基
本

方
針
及
び
養
成
す
る
人
材
像

等
の
目
標
を
示
す
た
め
、

「
島
根
大
学
憲
章
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
広
く
内
外
に
島

根
大
学
憲
章
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス

正
門
に
島
根
大
学
憲
章
の
石

碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
ま

た
、
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
の
臨

床
講
義
棟
前
に
も
憲
章
碑
を

建
立
し
ま
し
た
。
島
根
大
学

は
、「
地
域
に
根
ざ
し
、
地

域
社
会
か
ら
世
界
に
発
信
す

る
個
性
輝
く
大
学
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

憲
章
の
全
文
は
五
ペ
ー
ジ

の
特
集
を
ご
覧
下
さ
い
。

島根大学憲章を制定

島
根
大
学
で
は
、
平
成
一
九
年
度
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
、
隠
岐
の
島
に
試
験

会
場
を
設
置
し
て
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

試
験
実
施
に
つ
い
て
は
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
地
区
別
（
島
根
県
）
連
絡
会
議
で
決
定

し
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
及
び
島
根
県
教
育

委
員
会
等
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
隠
岐
諸
島
地
域
住
民
の
長
年
に
わ
た
る

強
い
要
望
に
応
え
る
た
め
、
隠
岐
の
島
で
の

実
施
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

試
験
会
場
と
な
る
の
は
隠
岐
高
等
学
校
の

予
定
で
、
受
験
者
数
は
五
〇
人
程
度
の
見
込

み
で
す
。

全
国
で
離
島
の
試
験
場
は
、
佐
渡
島
、
石

垣
島
、
宮
古
島
、
奄
美
大
島
の
四
箇
所
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
隠
岐
の
島
は
五
箇
所
目
の

試
験
会
場
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
五
〇

人
程
度
が
受
験
す
る
隠
岐
の
試
験
場
は
、「
日

本
一
小
さ
な
試
験
場
」
と
な
る
も
の
で
す
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

隠
岐
試
験
場
を
開
設

―
平
成
一
九
年
一
月
か
ら
―

「チョウザメ」剥製標本（ミュージアム本館展示室）
　チョウザメは、生きた化石と呼ばれるシーラカンスが生息していた時代（約
3億年前）からの残存種で、うろこがチョウの形をしていることから名付けられ
た。魚肉や「キャビア」と呼ばれる卵は高級食材として珍重されている。普段は
海で暮らし、卵を産むために川に上ってくるタイプの魚で、日本では、北海道や
東北地方の沿岸でまれに見られるだけになってしまった。
　本標本は、明治～昭和初期頃に美保関（現松江市美保関町）で捕獲された
といわれており、島根師範学校から本学教育学部に受け継がれてきたもので
ある。当時は、美保関でしばしば捕獲されたらしく、学術的にもきわめて貴重な
標本である。全体長1．6ｍ。
「ニホンアシカ」剥製標本（山陰地域・汽水域資料展示室）
　ニホンアシカ（アシカ科）は、江戸時代から明治時代にかけて大量に捕獲さ
れ、特に日本海の竹島周辺で毛皮や食用に大規模に捕獲された。1950年代
以降、捕獲、目撃の記録がなく、絶滅したものと考えられている。ニホンアシカ
の剥製標本は国内では珍しく、国外でも、オランダ国立自然史博物館に江戸
時代に来日したドイツ人医師シーボルトが持ち帰ったものが3点収蔵されて
いるほか、大英博物館に毛皮標本1体と頭骨4点があるのみで、世界的にも非
常に貴重な標本である。
　本標本は、1886年（明治19年）2月に美保関町（現松江市美保関町）で捕
獲されたもので、以来、島根師範学校に保管され、本学教育学部に受け継がれ
た。若い雄で体長1.2m。
「隠岐馬」骨格標本（山陰地域・汽水域資料展示室）
　隠岐馬は、奇蹄目の日本馬の一種で、体高が低い隠岐在来の矮小馬であ
る。1899年（明治39年）と1936年（昭和11年）の2回にわたる日本馬政局
の馬政計画の実施により、雄はすべて去勢され絶滅した。この標本は、隠岐馬
の骨格標本としては国内で唯一のものである。1888年（明治21年）3月、松
江市にあった獣医学講習所において、家畜解剖学研究のため、獣医佐藤清明
氏の手により解剖、組み立てられ、以来、島根師範学校、本学教育学部に受け
継がれた。12才の雄馬で、生体の毛色は青、丈は1.18mであった。

表紙
島根大学ミュージアム
展示資料
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文
部
科
学
省
が
公
募
し
た
現
代
Ｇ
Ｐ
（
現
代

的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
審

査
結
果
が
発
表
さ
れ
，
本
学
医
学
部
か
ら
申
請

し
た
「
地
域
医
療
教
育
遠
隔
支
援
ｅ
‐
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
開
発
―
地
域
医
療
病
院
・
保
健
管
理
セ

ン
タ
ー
福
祉
施
設
実
習
に
お
け
る
医
学
・
看
護

学
統
合
型
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

―
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
医
学
科
・
看
護
学
科
の
最
高
学
年

の
学
生
を
対
象
に
、
離
島
や
中
山
間
地
な
ど
の

へ
き
地
を
含
む
県
内
の
地
域
医
療
病
院
や
保
健

福
祉
施
設
と
大
学
と
の
間
の
双
方
向
通
信
を
活

用
し
た
医
学
・
看
護
学
統
合
型
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン

文
部
科
学
省
現
代
Ｇ
Ｐ
に

採
択

グ
の
教
育
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
地
域
に
よ
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
さ
せ

な
い
教
育
効
果
を
実
現
さ
せ
、
地
域
医
療
教
育

を
効
率
的
か
つ
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
教
員
へ
の
質
問
、
レ
ポ
ー
ト
提

出
、
情
報
検
索
な
ど
が
随
時
ど
こ
か
ら
で
も
可

能
と
な
り
、
教
員
か
ら
学
生
へ
の
連
絡
や
課
題

の
提
示
、
指
導
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
学
生

は
、
医
療
機
関
や
保
健
所
等
の
端
末
又
は
携
帯

電
話
な
ど
の
移
動
体
通
信
を
活
用
し
た
小
型
端

末
（
Ｐ
Ｄ
Ａ
等
）
を
利
用
し
て
、
大
学
の
サ
ー

バ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

看
護
教
員
が
作
成
し
た
教
育
サ
イ
ト
に
医
学
生

が
ア
ク
セ
ス
し
、
在
宅
療
養
者
や
介
護
者
へ
の

ケ
ア
の
視
点
を
学
ぶ
こ
と
で
患
者
本
位
の
医
療

の
本
質
を
学
習
さ
せ
る
な
ど
、
医
学
と
看
護
学

を
融
合
さ
せ
た
全
人
的
医
療
人
の
育
成
を
目
指

す
も
の
で
す
。

島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
技
術
者
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
認
定

平
成
一
八
年
四
月
よ
り
“
大
学
ま
る
ご
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
「
島

根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
本
学
構
内
（
松
江
・

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
、
附
属
図
書
館
、
附
属
農

場
、
演
習
林
な
ど
）
に
あ
る
教
育
・
研
究
資
料

な
ど
の
展
示
収
蔵
施
設
・
野
外
資
料
を
包
括
し

た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
膨
大
な
研
究
成
果
、

今
後
の
研
究
展
望
な
ど
を
一
般
市
民
に
分
か
り

や
す
く
情
報
発
信
し
、
地
域
貢
献
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
七
ペ
ー
ジ
の
特
集
を
ご
覧
下
さ
い
。）

総
合
理
工
学
部
で
は
、
地
球
資
源
環
境
学
科

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
続
き
、
二
〇
〇
五
年
度
に
認

定
申
請
し
た
電
子
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
技

術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
日

本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
）
の
技
術
者
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

技
術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認

定
に
よ
り
、
電
子
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
卒

業
生
は
、
修
習
技
術
者
（
技
術
士
の
第
一
次
試

験
免
除
）
の
資
格
を
得
る
と
と
も
に
、
国
際
的

同
等
性
の
あ
る
技
術
者
教
育
を
修
得
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
場
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

TOPICS

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

インターネット
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TOPICS
生
物
資
源
科
学
部
の
佐
藤
利
夫
教
授
が
、

「
平
成
一
八
年
度
日
本
海
水
学
会
技
術
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

日
本
海
水
学
会
技
術
賞
は
、
塩
お
よ
び
海
水

資
源
の
利
用
や
海
洋
・
沿
岸
環
境
の
保
全
に
関

す
る
技
術
開
発
、
発
明
考
案
、
技
術
改
良
、
技

術
指
導
に
顕
著
な
業
績
の
あ
っ
た
者
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
佐
藤
教
授
は
、「
産
業
廃
棄
物
利

用
藻
礁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
藻
場
形
成
に
関

す
る
研
究
」
で
受
賞
し
た
も
の
で
す
。

佐
藤
教
授
は
、「
資
源
循
環
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
産
業
廃
棄
物
を
利
用
し
顕
著
な
生
物
易

付
着
機
能
・
藻
場
形
成
能
を
有
す
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
開
発
。
基
礎
研
究
か
ら
実
用
化
ま
で

結
び
つ
け
た
長
年
に
わ
た
る
研
究
が
高
く
評
価

さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

総
合
理
工
学
部
の
岡
本
康
昭
教
授
が
、
政
府

が
行
っ
て
い
る
第
四
回
産
学
官
連
携
功
労
者
表

彰
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
サ
ル
フ
ァ
ー
フ
リ
ー

軽
油
製
造
の
た
め
の
高
機
能
新
規
脱
硫
触
媒
の

開
発
」。

こ
の
産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
は
、
大
学
、

公
的
研
究
機
関
、
企
業
等
の
産
学
官
連
携
活
動

に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
収
め
、
あ
る
い
は
先

導
的
な
取
組
み
を
行
う
等
、
産
学
官
連
携
の
推

進
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
優
れ
た
成
功
事
例
に

関
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
も
の
で
、
平
成
一

五
年
度
か
ら
毎
年
一
回
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
は
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
な
ど
の
各
賞

花
田
英
輔
医
学
部
附
属
病
院
助
教
授
が
、
第

六
回
中
国
地
域
産
学
官
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
会

議
に
お
け
る
「
産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
産
学
連
携
活
動
に
お
い
て
大
き

な
成
果
を
収
め
、
ま
た
、
先
導
的
な
取
組
を
行

う
等
、
当
該
活
動
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
事
例
、
も
し
く
は
将
来
期
待
で
き
る
事
例
に

関
し
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

島
根
大
学
の
相
撲
同
好
会
は
、
第
二
四
回
全

国
国
公
立
大
学
対
抗
相
撲
大
会
に
お
い
て
、
団

体
戦
準
優
勝
、
個
人
戦
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
個
人
戦
は
三
連
覇
、
団
体
戦
は
一
昨
年
の

優
勝
に
続
く
好
成

績
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
団
体

戦
全
勝
者
を
表
彰

す
る
敢
闘
賞
で

は
、
本
学
の
２
名

だ
け
が
受
賞
し
ま

し
た
。
大
会
は
、

全
国
か
ら
九
大
学

が
出
場
、
本
学
は

三
年
前
か
ら
出
場

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
部
員
の

二
名
は
、
練
習
場

所
と
し
て
使
用
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い

る
朝
酌
小
学
校
に

お
い
て
、
児
童
へ

の
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。

佐
藤
利
夫
教
授
が
日
本
海

水
学
会
技
術
賞
を
受
賞

岡
本
康
昭
教
授
が
経
済
産

業
大
臣
賞
を
受
賞

花
田
英
輔
助
教
授
が
産
学
官

連
携
功
労
者
表
彰
を
受
賞

相
撲
同
好
会
全
国
国
公
立

大
会
で
好
成
績

に
全
体
で
十
一
件
が
選
ば
れ
、
そ
の
う
ち
の
経

済
産
業
大
臣
賞
と
し
て
受
賞
し
た
も
の
で
す
。
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TOPICS

学
生
表
彰
を
実
施

島
根
大
学
で
は
、
毎
年
前
期
と
後
期
の
二

回
、
学
業
成
績
が
優
秀
な
学
生
、
課
外
活
動
等

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
学
生
等
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

平
成
一
八
年
度
前
期
は
、
課
外
活
動
に
お
い

て
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
課
外
活
動
の
振

興
に
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
団

体
に
つ
い
て
、
次
の
個
人
、
団
体
を
表
彰
し
ま

し
た
。

ギ
タ
ー
部

�

水
野  

翼
「
銀
賞
」、
丸
山
敬
弘
「
銅
賞
」（
第
三

三
回
日
本
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
大
学
生
部
門
）

相
撲
同
好
会

団
体
準
優
勝

�

西
村
強
志
（
個
人
戦
優
勝　

敢
闘
賞
）、
藤
木

隆
史
（
新
人
戦
第
四
位
）、
三
嶋
祐
康
、
諏
合

泰
弘
、
藤
田
祐
介
（
第
二
四
回
全
国
国
公
立
大

学
対
抗
相
撲
大
会
）

医
学
部
卓
球
部

古
川　

歩

�

男
子
個
人
第
三
位
（
第
五
八
回
西
日
本
医
科
学

生
総
合
体
育
大
会
）

女
子
団
体
準
優
勝

�

石
橋
朋
佳
、
福
冨
阿
沙
子
、
杉
村
直
美
、
神
徳

桃
子
（
第
五
八
回
西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育

大
会
）

医
学
部
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子
団
体
第
三
位

�

日
下
あ
か
り
、
熊
田
絵
里
、
八
戸
由
佳
子
、
山

田
奈
津
子
、
上
田
沙
矢
香
、
佐
久
間
亜
季
（
第

四
〇
回
全
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
王
座

決
定
戦
、
第
四
六
回
全
日
本
医
科
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
）

医
学
部
陸
上
部

阿
部
哲
郎

�
男
子
走
高
跳
第
二
位
（
第
五
八
回
西
日
本
医
科

学
生
総
合
体
育
大
会
）

向
田
千
夏

�

女
子
ハ
ン
マ
ー
投
第
一
位
、
女
子
円
盤
投
第
二

位
、
女
子
砲
丸
投
第
三
位
（
第
五
八
回
西
日
本

医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
）　荒

木
真
理

�

女
子
千
五
百
ｍ
第
二
位

（
第
六
五
回
全
日
本

医
歯
薬
獣
医
大
学

対
抗
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
）

医
学
部
水
泳
部

江
田
大
武

�

男
子
二
百
ｍ
自
由
形
第

三
位
，
男
子
四
百

ｍ
自
由
形
第
三
位

（
第
五
八
回
西
日
本

医
科
学
生
総
合
体

育
大
会
）　

一
を
認
証
取
得
す
る

な
ど
、
教
職
員
・
学

生
な
ど
が
一
体
に

な
っ
て
環
境
に
配
慮

し
た
活
動
に
取
り
組

ん
だ
成
果
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

■
チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
結
成

島
根
大
学
に
は
応
援
団
が
不
在
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
が
結
成
さ
れ
、
様
々
な
大
会
等
で
本
学

の
学
生
を
応
援
し
、
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

■
ラ
ジ
オ
番
組
の
放
送
を
開
始

番
組
は
、
Ｆ
Ｍ
山
陰
の
島
根
大
学
「
タ
ノ

シ
マ
ネ
ヴ
ァ
・
シ
マ
ネ
ユ
ニ
ヴ
ァ
」。
一
〇

月
か
ら
毎
週
火
曜
日
と
水
曜
日
の
午
後
一
〇

時
五
五
分
か
ら
放
送
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
山
陰
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
加

え
、
島
根
大
学
の
学
生
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
と
な
り
、
島
根
大
学
の
魅
力
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

番
組
内
容
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
様
々
な
方
面
で
活
躍
す
る
学
生
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で

大
学
の
先
生
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
現
代

の
疑
問
・
問
題
な
ど
に
島
根
大
学
の
先
生
が

専
門
的
立
場
か
ら
解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
さ

ら
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
や
街
情
報

な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。
島
根
大
学
の
元
気
よ
さ
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

■�

松
江
市
環
境
保
全
功
労
表
彰

を
受
賞

島
根
大
学
は
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
開
催

さ
れ
た
「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
松

江
」
に
お
い
て
、「
松
江
市
環
境
保
全
功
労

賞
」
を
受
賞
し
、
松
江
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

島
根
大
学
は
、
中
・
四
国
・
九
州
の
国
立

大
学
の
な
か
で
、
複
数
学
部
か
ら
な
る
キ
ャ

ン
パ
ス
単
位
で
は
じ
め
て
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇

�



島根大学憲章
島根大学は、学術の中心として深く真理を探究し、専門の学芸を教授研究するとともに、教育・研究・医療
及び社会貢献を通じて、自然と共生する豊かな社会の発展に努める。とりわけ、世界的視野を持って、平和な
国際社会の発展と社会進歩のために奉仕する人材を養成することを使命とする。
この使命を実現するために、島根大学は、知と文化の拠点として培った伝統と精神を重んじ、「地域に根ざ
し、地域社会から世界に発信する個性輝く大学」を目指すとともに、学生・教職員の協同のもと、学生が育
ち、学生とともに育つ大学づくりを推進する。

１．豊かな人間性と高度な専門性を身につけた、自ら主体的に学ぶ人材の養成

島根大学は、深い教養に裏づけられた高い公共性・倫理性の涵養を教育の基礎に置き、現代社会を担う高
度な専門性を身につけた人材の養成を行う。
島根大学は、学生が、山陰の豊かな自然、歴史と文化の中で、学修や関連する諸活動を通して積極的に社
会に関わりながら、自ら主体的に学び、自律的人格として自己研鑽に努めるための環境を提供する。

２．特色ある地域課題に立脚した国際的水準の研究推進

島根大学は、社会の多面的要請に応えうる多様な分野の研究を推進するとともに、分野間の融合による特
色ある研究を強化し、国際的に通用する創造性豊かな研究拠点を構築する。
島根大学は、社会の要請に応え、地域課題に立脚した特色ある研究を推進する。

３．地域問題の解決に向けた社会貢献活動の推進

島根大学は、教育・学修、研究、医療を通して学術研究の成果を広く社会に還元する。
島根大学は、市民と連携・協力して、地域社会に生起する諸課題の解決に努め、豊かな社会の発展に寄与
する。

４．アジアをはじめとする諸外国との交流の推進

島根大学は、地域における国際的な拠点大学として、アジアをはじめとする国際社会に広く目を向け、価
値ある情報発信と学術・文化・人材の交流を推進することによって、国際社会の平和と発展に貢献する。

５．学問の自由と人権の尊重、社会の信頼に応える大学運営

島根大学は、真理探究の精神を尊び、学問の自由と人権を尊重するとともに、環境との調和を図り、学問
の府にふさわしい基盤を整える。
島根大学は、学内外の意見を十分に反映させつつ透明性の高い、機動的な運営を行う。

島根大学憲章の制定については、学生代表も加わったグループを組織し、学内外から寄せら
れた意見も参考に検討を行い、本年４月に制定・発効しました。全文は以下のとおりです。
今後は、この憲章をどのように教育・研究等に活かしていくかが重要となり、この憲章に基
づいたアクションプランについて、役員会を中心に検討しているところです。

島根大学憲章を制定
「地域に根ざし、地域社会から世界に発信する個性輝く大学」を目指して
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島根大学では、松江キャンパスを対象範囲として、３月１０日に環境マネジメントシステムの国際規格である�
ＩＳＯ１４００１の認証を取得しました。
国立大学において、複数学部を含むキャンパス単位でＩＳＯ１４００１の認証を取得したのは、中国・四国・
九州地区では初めてのことで、全国でも５番目のこととなります。

ＩＳＯ１４００１を認証取得
── 中国・四国・九州地区国立大学では初の取得、全国でも５番目 ──

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平
成
一
一
年
か
ら

構
内
美
化
や
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す
キ
ャ

ン
パ
ス
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
国
立
大
学
法
人
化
や
京
都
議

定
書
発
効
を
機
に
、
学
生
・
教
職
員
が
一
体
と

な
り
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。平

成
一
六
年
度
に
は
、
環
境
課
題
を
六
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
明
確
化
し
て
、
そ
の
環
境
課
題

ご
と
に
専
門
的
立
場
か
ら
個
別
の
環
境
側
面
を

解
析
・
評
価
し
、
問
題
解
決
を
図
る
と
い
う
独

自
の
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
取
組
み
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
度
の
認
証
取
得
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

本
学
で
は
、
今
後
他
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇

〇
一
の
認
証
を
取
得
す
る
予
定
に

し
て
お
り
、
平
成
一
九
年
度
末
に

は
全
学
に
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

三
月
二
三
日
（
木
）
に
、
登
録
証
授
与
式
を

行
い
、
授
与
式
で
は
、（
財
）
日
本
品
質
保
証

機
構
（
Ｊ
Ｑ
Ａ
）
松
野
勉
理
事
か
ら
、
本
田
学

長
と
学
生
代
表
に
登
録
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

●環境整備活動
6月5日の「環境の日」に学内一斉の清掃活動を行
いました。120名を超える学生・教職員の参加があ
りました。

●駐輪指導
安全で快適なキャンパスづくりのため，規定駐輪
場への駐輪指導，自転車登録の呼びかけ，傘さ
し運転の注意喚起などを行いました。

●放置自転車撤去活動
9月に学内の放置自転車の撤去活動
を行いました。約60名の学生・教職
員の参加があり，200台を超える自転
車を回収しました。

●ランチタイム・ミニミーティング
環境問題について学生・教職員からの意見集約や議論の場として
「ランチタイム・ミニミーティング」を開催しました。将来のキャン
パス像のあり方など，様々な問題点や提案がありました。

この表紙ページの任意の箇所をクリックすると
次ページへ移動します。

CONTENTSに記載されたページをクリックすることによって，
ページ移動することもできます

●環境報告書の作成・公開
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運動場

生物資源科学部2号館
東門

正門

本部

附属図書館

生物資源科学部1号館

生物資源科学部3号館

総合理工学部2号館

総合理工学部1号館
総合理工学部3号館

教育学部
学生センター

保健管理センター（松江）

法文学部

大学会館（松江）

島根大学は、明治８（1875）年開校の小学教員伝習所～師範学校や大正９（1920）年開校の旧制松江高
等学校などをはじめとする前身校の歴史を含めると、約130年の長きにわたる伝統をもっています。
島根県や山陰地域は、個性ある遺跡・史跡や自然に恵まれたフィールドであり、本学では、永年、地域
に根ざした様々な教育研究がなされてきました。
「島根大学ミュージアム」は、明治時代以来のこうした教育研究によって蓄積されてきた様々な学術標
本資料などを公開活用する組織で、平成18年度から、学内外のご理解とご支援・熱意によって発足いたし
ました。

島根大学ミュージアム

島
根
大
学
の
い
ろ
い
ろ
な
展
示
施
設

「
島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
様
々
な
施
設
・
資
料
を
「
ま
る
ご

と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
北
欧
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
発
達
し

た
「
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」・「
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
発
想
に
習
っ
た
も
の
で
、

地
域
全
体
を
博
物
館
と
し
て
と
ら
え
、
既
存
の

資
源
・
施
設
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
新
し
い

理
念
を
注
入
し
て
運
営
し
て
い
く
ニ
ュ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
概
念
で
す
。

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス

❶
島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
本
館

島
大
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
「
コ
ア
施

設
」
で
、
展
示
の
ほ
か
、
総
合
案
内
、
情
報
発

信
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
や
昭

和
初
期
以
前
に
美
保
関
で
捕
獲
さ
れ
た
チ
ョ
ウ

ザ
メ
の
標
本
、
鳥
類
剥
製
標
本
な
ど
が
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。

■
月
～
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
開
館

■松江キャンパス

本　館　入　口
（チョウザメがお待ちしています）

②「総合理工学部」研究紹介コーナー

④ミニ学術植物園「みのりの小道」
①島根大学ミュージアム本館

③「古代出雲文化資料調査室」展示室

⑤山陰地域・汽水域資料展示室

⑥附属図書館本館
⑦「菅田ヶ丘古墳」移築展示

金崎古墳

ミュージアムロード

�
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陸上競技場

産学連携センター
地域医学・健康
共同研究部門

MRI-CT装置棟

高エネルギー診療棟

外来・中央診療棟

医学部本部棟
正門

西門

東門

実習棟

保健管理センター（出雲）
大学会館（出雲）

病棟
臨床講義棟

附属図書館（医学分館）

看護学科棟

慰霊碑

国際交流会館出雲

講義棟

❷「
総
合
理
工
学
部
」研
究
紹
介
コ
ー
ナ
ー

総
合
理
工
学
部
の
教
育
研
究
内
容
や
所
蔵
標

本
の
一
部
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

■�

月
～
金
・
午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
五
時
開
館

❸「
古
代
出
雲
文
化
資
料
調
査
室
」展
示
室

法
文
学
部
考
古
学
研
究
室
が
所
蔵
す
る
考
古

資
料
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

見
学
を
ご
希
望
の
方
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
本

館
の
職
員
に
申
し
つ
け
て
く
だ
い
。

❹
ミ
ニ
学
術
植
物
園
「
み
の
り
の
小
道
」

生
物
資
源
科
学
部
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
、
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
学
べ
る
植
物
園
で
す
。

❺
山
陰
地
域
・
汽
水
域
資
料
展
示
室

山
陰
地
域
・
汽
水
域
に
関
わ
る
様
々
な
分
野

の
資
料
が
総
合
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

■�

月
～
金
・
午
前
九
時
～
午
後
四
時
開
館
。
見

学
を
ご
希
望
の
方
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
本
館

の
職
員
か
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の

職
員
に
申
し
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

❻
附
属
図
書
館
本
館

一
般
の
蔵
書
の
ほ
か
、
膨
大
な
量
の
古
文

書
、
絵
図
、
貴
重
資
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
入

口
を
入
っ
て
左
側
の
ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
一

部
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

■�

月
～
金
・
午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
九
時
三

〇
分
、
土
日
祝
休
日
・
午
前
一
〇
時
～
午
後

五
時
三
〇
分
開
館
。
そ
の
他
、
期
間
に
よ
っ

て
開
館
日
・
時
間
の
変
更
あ
り
。

❼「
菅
田
ヶ
丘
古
墳
」移
築
展
示

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
っ
た
５
世
紀
後
半
頃
の

古
墳
を
移
築
し
た
も
の
で
す
。

＊�
す
べ
て
見
学
無
料
で
す
。
①
②
④
⑥
⑦
は
自

由
に
見
学
で
き
ま
す
。

＊�

屋
内
施
設
は
、
年
末
年
始
（
一
二
月
二
九
日

～
一
月
四
日
）・
土
日
祝
休
日
（
附
属
図
書

館
以
外
）
閉
館
し
ま
す
。

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス

❶
附
属
図
書
館
医
学
分
館

一
般
の
蔵
書
の
ほ
か
、
古
医
書
、
明
治
以
前

の
医
療
器
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

医
療
器
具
や
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
が
、
一
階
入
口

や
二
階
閲
覧
室
前
廊
下
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
一

般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊�

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
実
施
の
大
森
文
庫
講
演

会
を
、
館
内
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
で
き
ま
す
。

■�

月
～
金
・
午
前
九
時
～
午
後
八
時
、
土
日
祝

休
日
・
午
前
一
〇
時
～
午
後
四
時
開
館
。
年

末
年
始
（
一
二
月
二
八
日
～
一
月
四
日
）、

そ
の
ほ
か
分
館
長
が
必
要
と
認
め
た
日
は
閉

館
。

島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
展

示
施
設
を
め
ぐ
る
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー（
大

学
ミ
ュー
ジ
ア
ム
教
職
員
）
が
、

各
施
設
を
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。事

前
に
、
希
望
日
時
・
参

加
人
数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
．
実
施
日
時　

月
～
金
・
午
前

九
時
～
午
後
四
時
の
う
ち
、
対
応
可
能

な
日
時
（
詳
細
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

２
．
見
学
コ
ー
ス　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
展
示

施
設
を
は
じ
め
、
校
舎
の
中
な
ど
も
可
能
な
範

囲
で
ご
案
内
し
ま
す
。

＊
研
究
室
内
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。

３
．
料
金　

無
料

４
．
対
象　

児
童
・
学
生
・
保
護
者
・
市
民
な

ど
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

５
．
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

 

T
E
L
〇
八
五
二
―
三
二
―
六
四
九
六

�

（
島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

島
根
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の

ご
案
内

ツアーでの見学風景
（大学って，こんな所なのか…）

■出雲キャンパス

山陰地域・汽水域資料展示室
（貴重な標本がいっぱいです！）

①附属図書館医学分館

�

特集3



ご
存
知
の
よ
う
に
、
島
根
県
東
部
に
位
置

す
る
宍
道
湖
・
中
海
は
、
二
〇
〇
五
年
十
一

月
に
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た

第
九
回
締
約
国
会
議
で
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

同
時
登
録
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
水
域
の
「
賢
明

な
利
用
」
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
湖
に
流
入
す
る
最
大
の
河
川

は
斐
伊
川
で
す
が
、
宍
道
湖
に
流
入
す
る
淡

水
の
約
三
／
四
は
斐
伊
川
の
水
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

私
は
現
在
、
宍
道
湖
・
中
海
の
周
辺
の
流

域
を
対
象
と
し
て
、
水
質
や
水
文
量
（
降
水

量
や
河
川
流
量
）
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
上
述
の
斐
伊
川
で
も
、
窒
素
や
リ

ン
な
ど
の
水
質
調
査
を
一
九
九
一
年
よ
り
継

続
し
て
い
ま
す
が
、
明
確
な
水
質
改
善
が
み

ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
宍
道
湖
・
中
海
の
水
質
も
、
近
年

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
人
口
密
度

は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
四
二
人

で
す
が
、
斐
伊
川
流
域
で
は
約
七
二
人
で

す
。
ま
た
、
斐
伊
川
流
域
で
は
、
こ
の
一
〇

年
く
ら
い
に
約
三
、
七
〇
〇
人
の
人
口
減
少

が
あ
る
ほ
か
、
多
く
の
地
方
で
問
題
と
な
り

つ
つ
あ
る
過
疎
化
・
高
齢
化
現
象
が
み
ら
れ

ま
す
。
下
水
道
な
ど
の
生
活
排
水
対
策
に
つ

い
て
は
明
確
な
進
捗
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
斐

伊
川
や
宍
道
湖
・
中
海
の
水
質
改
善
が
み
ら

れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
流
域
の
約
八

割
を
占
め
る
山
林
や
農
地
に
お
い
て
、
栄
養

分
の
多
い
土
壌
が
流
出
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

た
と
え
ば
、
日
本
の
山
林
の
約
四
割
を
占

め
る
針
葉
樹
人
工
林
で
は
、
間
伐
を
さ
れ
な

い
で
林
の
中
が
暗
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
地
表
面
が
露
出
し
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
た
び
大
き
な
雨
が

降
り
ま
す
と
、
豊
か
な
土
壌
が
流
出
す
る
ば

か
り
か
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。

流
域
を
対
象
と
し
た
こ
の
よ
う
な
研
究
で

は
、
た
と
え
ば
雨
の
多
い
年
と
少
な
い
年
で

は
得
ら
れ
る
結
果
が
大
き
く
異
な
る
な
ど
、

短
期
間
で
研
究
成
果
が
出
に
く
い
こ
と
が
難

点
で
す
が
、
地
道
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
生
物
資
源
科
学
部

�

地
域
開
発
科
学
科　

武
田
育
郎
）

研究紹介

斐
伊
川
の
水
質
と
流
域
の
変
化

針葉樹人工林の試験流域と水文観測施設

�



公 開 講 座
紹 介

地域とともに
　島根大学では、地域とともに歩む大学、地域
に開かれた大学を目指し、研究成果を地域の皆
様に提供しています。
　公開講座や大学開放事業で皆様の生涯学習の
お手伝いをしていますので、参加してください。

「幻の西夏王国とシルクロードを訪ねて」
シルクロードの果たしてきた役割や意義を探る講座です。今
年度は、島根大学の講義と生涯学習ツアーの他、寧夏大
学の教員・学生の協力で、現地でも講義を受け、近隣遺
跡の見学も実施しました。

こども硬式テニス教室
小学生を対象とし、硬式テニスを中心とした身体を使った遊び
を通じて、スポーツに親しむ場を提供しています。

里山を楽しむ～冬の竹林の手入れ～
里山の成り立ちや人とのかかわりを学習する「楽しさ」、
竹林がきれいに整備されていく「楽しさ」、里山の中で仕
事する「楽しさ」、竹を利用する「楽しさ」を体験しました。

硬式テニス教室  上級
他では実施困難な上級者を対象とした講座で、硬式テニスの
最新の情報と技術向上の場を提供しています。

農作業で旬を感じよう
本庄農場を会場にサクラ、お茶、トマト、サツマ
イモ、柿などの栽培作業をしながら、家庭で農作
物を育て、楽しむための知識を得ていただく講座
として開講しました。

「みのりの小道」の緑化活動
生物資源科学部棟周辺にブルーペリ゙ーやツツジ」、ボタン
等を植え付け、ミニ学術植物園「みのりの小道」を作って
います。地域住民の皆様にも積極的に参加していただいて
います。
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■
セ
ン
タ
ー
の
目
的

生
物
資
源
科
学
部
附
属
生
物
資
源
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
は
、「
森
林
」・「
耕
地
」・「
海
洋
」

を
総
合
的
に
捉
え
た
実
践
的
教
育
研
究
を
行

い
、
生
物
資
源
枯
渇
へ
の
対
応
、
環
境
破
壊

へ
の
対
応
に
つ
い
て
教
育
・
研
究
す
る
施
設

と
し
て
、
人
と
生
物
の
共
生
・
共
存
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

■
地
域
と
の
関
わ
り

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
方
々
に
セ
ン

タ
ー
の
中
身
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
各

種
の
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
生
産
品
販
売

六
月
か
ら
十
二
月
の
第
一
土
曜
日
に
「
土

曜
市
」
を
開
催

【
主
な
品
目
】

煎
茶
、
番
茶
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ

ム
（
イ
チ
ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
リ
ン
ゴ
、

ユ
ズ
）、
米
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ト
マ
ト
、
ぶ

ど
う
、
柿
、
キ
ウ
イ
な
ど

●
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

四
月　
　

春
の
農
場
ま
つ
り

十
一
月　

秋
の
農
場
ま
つ
り

●
公
開
講
座

体
験
型
や
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
し
て
の
各

種
講
座
を
広
く
一
般
向
け
に
開
講
し
て
い
ま

す
。

■
森
林
科
学
部
門

森
の
恵
み
と
人
の
営
み
の
調
和

森
林
の
生
産
力
を
持
続
的
に
、
最
大
限
に

発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
林
学
・
林
産

学
に
関
す
る
教
育
・
研
究
を
行
う
と
と
も

に
、
流
域
生
態
系
の
上
流
部
に
位
置
す
る
森

林
の
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
教
育
・
研

究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
フ
ィ
ー
ル
ド

三
瓶
演
習
林
、匹
見
演
習
林
、松
江
試
験
地

■
農
業
生
産
科
学
部
門

人
類
の
生
存
と
生
活
環
境
を
守
る

�

＝
み
ど
り
の
大
地
＝　

「
生
産
性
の
向
上
」
と
「
よ
り
よ
い
自
然

環
境
の
創
出
」
を
一
体
的
な
課
題
と
し
て
捉

え
た
科
学
と
技
術
の
教
育
・
研
究
を
フ
ィ
ー

ル
ド
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

●
フ
ィ
ー
ル
ド

本
庄
総
合
農
場
、
神
西
砂
丘
農
場

■
海
洋
生
物
科
学
部
門

海
洋
生
物
科
学
教
育
・
研
究
の
拠
点

海
洋
生
物
科
学
の
基
礎
的
な
教
育
・
研
究

と
と
も
に
、
基
礎
を
踏
ま
え
た
応
用
海
洋
生

物
科
学
の
実
証
的
・
実
践
的
な
教
育
・
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
フ
ィ
ー
ル
ド

隠
岐
臨
海
実
験
所
（
隠
岐
の
島
町
）
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こ
ん
に
ち
は
、
私
た
ち
は
、
島
根
大
学
医

学
部
の
農
園
ク
ラ
ブ
で
す
。
私
た
ち
農
園
ク

ラ
ブ
は
、
医
学
科
・
看
護
科
の
学
生
二
〇
名

が
所
属
し
て
お
り
、
稗
原
で
畑
を
借
り
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
一
年
中
、

畑
仕
事
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
季
節
ご
と

に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
は
、

田
植
え
・
た
け
の
こ
掘
り
、
夏
は
、
稲
の
管

理
、
秋
は
、
稲
刈
り
・
そ
ば
作
り
、
冬
は
、

そ
ば
打
ち
・
炭
作
り
・
し
い
た
け
の
菌
打
ち

な
ど
、
稗
原
の
方
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
合
い
、
医
学
科
と

看
護
科
の
交
流
、
稗
原
地
域
の
方
と
の
ふ
れ

合
い
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
畑
か
ら

は
、
虫
や
雑
草
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
、
稗

原
地
域
の
方
か
ら
は
、
出
雲
地
方
の
歴
史

や
、
野
菜
の
育
て
方
な
ど
沢
山
の
事
を
教
え

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
講
義
か
ら
学
ぶ
こ
と

の
で
き
な
い
こ
と
を
、
沢
山
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
部
活
動
で
、
み
ん
な
大
満
足

で
す
。�
（
医
学
科
５
年　

花
谷　

崇
）

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
毎
週
月
・
水
・
土

を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
の
主
な
活
動
は
、
夏
に
サ

マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
十
二
月
に
定
期
演
奏

会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル
で
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ラ
コ
ロ
工
房
な
ど
、
様
々
な
施

設
を
訪
問
し
て
演
奏
を
し
た
り
、
積
極
的
に

外
に
出
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ

れ
あ
い
を
持
と
う
と
活
動
し
て

い
ま
す
。

訪
問
演
奏
の
依
頼
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
部
員
一
同
は
り
き
っ

て
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
日
程
等
が
合
わ
ず
、
お
受
け

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

吹
奏
楽
は
、
皆
さ
ん
に
あ
ま

り
な
じ
み
の
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
部
員
全
員
で
一
つ
の

音
楽
を
作
り
あ
げ
て
い
く
の

は
、
難
し
い
で
す
が
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
と
て
も
素
敵
な

音
楽
で
す
よ
。

私
た
ち
の
演
奏
を
聞
き
に
来

て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の
た
め

に
、
未
熟
な
が
ら
、
心
を
込
め

て
演
奏
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
広
報
し
ま
だ
い
」
を
読
ま
れ
た
そ

こ
の
音
楽
好
き
の
あ
な
た
。
今
年
は
是
非
、

私
た
ち
が
行
う
夏
・
冬
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
ご
来

場
を
、
部
員
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
生
物
資
源
科
学
部　

３
年　

牛
尾
康
二
）

農園クラブ

吹奏楽部

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、地
域
の
方
と
の
交
流
を

大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

音
楽
好
き
の
あ
な
た
、コ
ン
サ
ー
ト
を

聞
き
に
来
て
下
さ
い
。

サークル紹介
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近
頃
、
一
時
間
に
数
十
㎜
と
い
う
強
い
雨
が

降
り
、
都
市
部
で
下
水
か
ら
の
逆
流
に
よ
る
局

地
的
な
氾
濫
が
起
き
た
り
、
山
間
部
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
影
響

を
受
け
る
人
が
多
い
東
京
や
そ
の
周
辺
で
そ
の

よ
う
な
雨
が
降
る
と
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
に
な
っ
て
い
る

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化

に
伴
い
そ
の
よ
う
な
強
い
雨
が
近
年
増
え
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

雨
量
は
降
っ
た
雨
が
地
面
に
し
み
込
ん
だ
り

川
に
流
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
貯

ま
っ
た
と
し
て
そ
の
深
さ
で
表
し
ま
す
が
、
一

時
間
に
三
〇
㎜
、
五
〇
㎜
の
雨
と
い
わ
れ
て

も
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
思
い
浮
か
べ
る

の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
気
象
庁
が
作
成
し
た

雨
の
強
さ
と
人
の
感
覚
や
災
害
の
状
況
な
ど
と

の
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
を
み
る
と
、
一
時
間

に
三
〇
㎜
以
上
で
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

よ
う
に
降
り
、
山
崩
れ
、
崖
崩
れ
が
起
き
や
す

く
、
都
市
で
は
下
水
管
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
五
〇
㎜
以
上
で
は
滝
の
よ
う
に
降

り
、
都
市
部
で
は
地
下
水
や
地
下
街
に
雨
水
が

流
れ
込
む
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
雨
を
「
激
し
い
雨
」、「
非

常
に
激
し
い
雨
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
一
時
間
に
八
〇
㎜
以
上
の
「
猛
烈
な
雨
」

は
息
苦
し
く
な
る
よ
う
な
圧
迫
感
が
あ
り
、
恐

怖
心
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
大
災
害
の
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
は
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
の
あ

る
一
時
間
に
三
〇
㎜
以
上
の
激
し
い
雨
（
短
時

間
強
雨
）
を
対
象
と
し
て
、
発
生
頻
度
の
年
々

変
化
、
季
節
変
化
を
み
る
と
と
も
に
、
多
発
地

域
の
特
徴
（
地
域
性
や
地
形
条
件
）
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
図
は
一
時

間
八
〇
㎜
以
上
、
一
〇
〇
㎜
以
上
の
猛
烈
な
雨

に
限
っ
て
、
発
生
頻
度
の
年
々
変
化
を
示
し
た

も
の
で
す
。
こ
れ
を
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
代

後
半
や
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
猛
烈
な
雨
が

多
発
す
る
一
方
、
そ
の
間
の
期
間
は
強
雨
が
発

生
し
に
く
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
は
じ

め
に
、
短
時
間
強
雨
が
近
年
増
え
て
い
る
と
い

う
考
え
が
あ
る
と
書
き
ま
し
た
が
、
単
純
に
増

え
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
動
の
原
因
は
ま
だ
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
考
え
て
い
く
の
も
私

の
研
究
の
目
的
で
す
。

�

（
法
文
学
部　

田
坂
郁
夫
）

松
江
市
奥
谷
町
に
あ
る
島
根
大
学
の
職
員
宿

舎
は
、
旧
制
松
江
高
等
学
校
時
代
に
外
国
人
宿

舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
は
二

棟
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
存
す
る
の
は

現
在
の
一
棟
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
宿
舎
は
、
大
正
一
三
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
近
年
で
は
職
員
宿
舎
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
伴
い
、
八
年
前
か

ら
空
き
家
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

島
根
大
学
で
は
、
山
陰
で
は
珍
し
い
大

正
時
代
の
西
洋
式
住
宅
で
歴
史
的
建
造
物
と
し

て
価
値
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
宿
舎
は
、
ド
イ

ツ
人
の
フ
リ
ッ
ツ
・
カ
ル
シ
ュ
博
士
が
松
江

で
の
一
六
年
間
を
過
ご
し
た
建
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
博
士
の
松
江

で
の
足
跡
を
偲
ぶ
記
念
的
建
物

と
し
て
の
価
値
も
高
く
、
保
存
す

旧
外
国
人
宿
舎

環
境
に
関
す
る
研
究
紹
介
①

短
時
間
強
雨
の
発
生
に

関
す
る
研
究
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る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
申
請

手
続
き
を
行
い
、
保
存
に
向
け
て
活
用
法
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
島
根
大
学
で
は
、
Ｏ
Ｂ
や
地
元
企
業

な
ど
に
修
復
に
必
要
な
資
金
の
援
助

を
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

ド
イ
ツ
語
教
師
の
フ
リ
ッ
ツ
・
カ
ル
シ
ュ

は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
著
書
に
影

響
を
受
け
て
、
大
正
一
四
年
に
旧
制
松
江
高

等
学
校
に
赴
任
し
、
昭
和
一
四

年
ま
で
の
一
六
年
間
こ
の
宿
舎

に
住
み
、
二
人
の
子
ど
も
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

こ
よ
な
く
日
本
を
愛
し
た
カ

ル
シ
ュ
博
士
は
、
松
江
時
代
に

ド
イ
ツ
語
や
哲
学
を
教
え
、
長

崎
で
被
爆
者
医
療
に
尽
く
し
た

永
井
隆
博
士
ら
数
々
の
人
材
を

育
て
た
ほ
か
、
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
に
劣
ら
ぬ
足
跡
を

日
本
に
残
し
、
松
江
や
そ
の
周
辺
の
風
景
を

描
き
写
し
た
絵
画
や
写
真
も
多
数
残
し
て
い

ま
す
。 フリッツ・カルシュ博士

建物内部の様子
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お知らせ

平成18年12月以降の予定
■主な行事予定

12月23日:冬季休業開始

1月20日・21日:大学入試センター試験

2月25日・26日:前期日程入学試験

3月12日後期日程入学試験

3月22日:学位授与式(出雲)

3月23日:学位授与式(松江)

投
稿
の
お
願
い

「
広
報
し
ま
だ
い
」
は
、
島
根
大
学
と
地

域
の
方
々
と
の
相
互
理
解
を
大
き
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
学
内
か
ら
地
域
に
情
報

を
発
信
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
地
域
の
方
々

か
ら
の
島
根
大
学
に
関
す
る
話
題
、
島
根

大
学
に
対
す
る
要
望
、
そ
の
他
ご
意
見
、

ご
質
問
な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
先　

〒
6
9
0
─
8
5
0
4

松
江
市
西
川
津
町
1
0
6
0

島
根
大
学
総
務
部
総
務
課
あ
て

Fax:0852―32―6019
E-m
ail:jsy-bunsyo@

jn.shim
ane-u.ac.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.shim

ane-u.ac.jp

編　

集　

後　

記

こ
の
夏
か
ら
始
ま
っ
た
編
集
作
業
が
秋
を

過
ぎ
、
と
う
と
う
冬
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
定
期
刊
行
物
を
発

行
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
緻
密
で
迅
速

な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

な
と
改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
き
な
組
織
や
シ
ス
テ
ム
に

な
る
ほ
ど
情
報
の
共
有
や
認
識
の
統
一
を
図

る
こ
と
は
困
難
と
な
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も

統
制
が
と
れ
整
然
と
し
た
シ
ス
テ
ム
が
優
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
興
味
深
い
と

こ
ろ
で
す
。
生
物
や
進
化
の
シ
ス
テ
ム
で
は

同
じ
よ
う
な
特
性
の
集
団
よ
り
も
少
し
異
質

な
も
の
を
含
ん
だ
集
団
の
方
が
最
終
的
に
目

的
を
早
く
達
成
し
た
り
、
効
率
的
で
あ
っ
た

り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
様
性

が
高
い
ほ
ど
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
し

て
の
柔
軟
性
が
高
い
こ
と
を
ご
存
じ
の
方
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

レ
イ
ア
ウ
ト
や
校
正
の
た
め
寄
せ
ら
れ
た

記
事
を
読
ん
で
お
り
ま
す
と
、
学
内
に
こ
ん

な
施
設
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
ん
な
研
究
も
さ

れ
て
い
た
の
か
、
皆
さ
ん
様
々
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
な
、
と
こ
れ
ま
で
の
自
分
の

世
界
と
は
別
の
多
様
な
世
界
に
興
味
津
々
と

な
り
ま
し
た
。
新
分
野
の
開
拓
に
は
異
分
野

と
の
交
流
ま
た
は
視
点
の
転
換
が
重
要
と
い

わ
れ
る
の
も
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
す
。“
広

報
し
ま
だ
い
”
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
地
域

の
皆
さ
ん
が
島
大
に
興
味
を
お
持
ち
い
た
だ

い
た
り
、
様
々
な
分
野
で
交
流
で
き
た
り
し

て
、
地
域
の
活
性
化
の
新
た
な
展
開
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
生
物
資
源
科
学
部
・
土
肥　

誠
）

■
同
窓
会
連
合
会
事
務
室
を
設
置

島
根
大
学
同
窓
会
連
合
会
は
、
こ
の

ほ
ど
附
属
図
書
館
（
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス

本
館
）
一
階
に
同
窓
会
連
合
会
事
務
室

を
設
置
し
ま
し
た
。
本
田
学
長
（
連
合

会
顧
問
）、
山
本
理
事
（
連
合
会
代
表

幹
事
）、
江
原
理
事
（
連
合
会
評
議
員
）

が
、
関
係
職
員
と
と
も
に
同
窓
会
連
合

会
の
看
板
を
上
掲
し
、
本
格
的
に
活
動

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■�

同
窓
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設

同
窓
会
連
合
会
で
は
、
こ
の
た
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
同

窓
会
連
合
会
の
事
業
案
内
等
に
つ
い
て

随
時
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
学
部
同
窓
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.suaa.shim

ane-u.ac.jp

■�

法
文
学
部
同
窓
会
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
を

開
催

法
文
学
部
同
窓
会
で
は
、
平
成
一

六
年
九
月
の
全
国
総
会
の
成
功
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
こ
の
度
、
平
成
一
八
年

九
月
一
六
日
（
土
）
に
、
同
窓
会
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
は
、
同
窓

生
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
基
本

に
し
な
が
ら
、
加
え
て
、
同
窓
生
と
現

役
学
生
が
「
就
職
・
職
業
」
を
テ
ー
マ

に
情
報
交
換
、
交
流
を
行
っ
た
点
が
特

徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
に
つ

な
が
る
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
国
立
大
学
法
人
と
し
て
様
々
な
改

革
に
取
り
組
む
島
根
大
学
と
、
同
窓
会

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

当
日
は
、
約
一
〇
〇
名
が
参
加
（
概

ね
同
窓
生
五
割
、
学
生
三
割
、
教
職
員

二
割
の
参
加
割
合
で
し
た
）
し
、
総

会
、
分
科
会
（
六
つ
に
分
か
れ
て
実
施

①
法
曹
分
野
②
マ
ス
コ
ミ
分
野
③
公
務

分
野
④
金
融
・
保
険
・
証
券
分
野
⑤
商

社
・
メ
ー
カ
ー
、
小
売
そ
の
他
分
野
⑥

職
業
を
考
え
る
分
野
）
並
び
に
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
と
大
学
の
連
携
の
取
組
と

し
て
、
現
役
学
生
に
対
す
る
「
就
職
支

援
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
し
た
今
回
の
取

組
が
、
そ
の
実
践
、
反
省
を
通
じ
て
、

さ
ら
に
有
意
義
な
も
の
と
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
総
会
の
開
催
準
備
等
で
の

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
法
文
学
部
同
窓
会 

吉
山　

治 

氏
よ
り
）

同窓会から

看板を掲げる（左から）山本理事、
本田学長、江原理事

広
報

島
根

大
学

広
報

誌
2

0
0

6
年

1
1

月
発

行
　

編
集

・
発

行
　

島
根

大
学

広
報

・
広

聴
委

員
会

〒
690-8504　

松
江

市
西

川
津

町
1060　

TEL/（0852）32-6603　
FA

X
/（0852）32-6019　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://www.shimane-u.ac.jp
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